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0）であるが，系統預金 1,200 万円（1,000 万円＋1,000×0.2），
























のであって金融市場を歪める。ただし 1997～2011 年度の 15
年間の GDP と員外貸付残高の伸び率との関係は，2005～









































　この回帰式は，GDP デフレーター X2 が同じとすれば，
員外貸付残高の対前年度伸び率 X1 の 1％の高まりは，貯
貸率の対前年度変化Yを0.077ポイント高めることを示す。
また員外貸付残高の対前年度伸び率 X1 が同じとすれば，
GDP デフレーター X2 の 1％の高まりは，貯貸率の対前年度
変化 Y を 0.4 ポイント高めることを示す。たとえば，2012
年度の場合，員外貸付残高の伸び率 X1 10％の高まりは，
貯蓄率変化 Y を 0.8 ポイント高めている。このようにみれ
ば，GDP デフレーター X2 の方が員外貸付残高の伸び率











の自由度修正済決定係数 R*2 は 0.77 である8）。これから貯
貸率の変化 Y は，員外貸付残高の対前年度伸び率 X1, GDP





















































る住宅資金の割合は，1995 年度 24.8％，1996 年度 31.7％，

















降 500 億円を下回り，2011 年度 374 億円である。この資金







として 2011 年 55.3 へ半減している。生産農業所得も 1978
年をピーク（100.0）として 2010 年に 52.4 とこれまた半減
している。
　農業改良資金の貸付額は減少し続け，2009 年度に 7 億円
まで低下したが，2010 年度以降増加に転じ始めている。
この資金の貸付額のピークは 1991 年度の約 500 億円であ




























































は，貸付限度額・個人 1.5 億円，法人 5 億円，融資率 80％，











おける貸付条件の特徴は，表 2 のように，第 1 に，貸付対
象者を認定農業者に限定していることである。第 2 は，貸
付限度額が個人 3 億円，法人 10 億円と大きいことである。
第 3 は，返済期間が 25 年以内と長期なことである。元金







貸付限度額が個人 1,800 万円，法人 3,600 万円とスーパー
L 資金と比べて小さいことである。第 3 は，返済期間が個











金は，2007 年度から 2009 年度の 3 年間にわたり貸付全期
間の無利子化措置が実施された。これらの資金は，続く



























年度個人 18 百万円，法人（認定農業者）36 百万円であるが
現在でも変わっていない14）。それとは対照的にスーパー L
資金の場合，2008 年度個人 1.5 億円，法人 5 億円から 2012
年度個人 3 億円，法人 10 億円へ 2 倍拡大されている。農
業近代化資金の融資率は 80％から 100％へ引き上げられ
る。
　農業改良資金の場合，貸付限度額は 2008 年度個人 1.8
千万円，法人 5 千万円から 2012 年度個人 5 千万円，法人 1.5
億円へ飛躍的に拡大されている。返済期間は 10 年以内か























































金貸付残高全体に占めるスーパー L 資金の割合は，図 5 の
ように，年々高まり 2008 年度に約 4 割である。この割合は，
貸付全期間無利子化措置が行われた中で 2007 年度から




























































































































































lending amount  from 1977  to 2006.   The central government established a new  loans system  ; Farm 
Management Improvement Loans System,  in 2002.   The new system increases the amount of super L 






programed  loans are able  to shown a perspective on expanding agricultural  loans by use of  the  farm 
management improvement loans system to the bigger farmers.
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management improvement loans system, Upper limit frame of amount of loans
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